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【概況】＜ＯＰＥＣ会合受けるも需給引き締まり期待から上伸＞

　

【製品卸価格】＜年明けコスト大幅上げ＞

≪今週≫今週の元売り仕切り改定は3社ともに「+5.0円」の値上げ改定でした。年末年始でコストが不明瞭
な中、原油相場の上昇により、大幅な値上げとなりました。今回原油コスト+4.0円に調整金の+1.0円が加味
された改定となっています。改定後は改定のズレを利用したコスモ玉の安値が残り、ＥＮＥＯＳ・出光玉とコ
スモ玉とで市況価格が二極化していました。
≪1月8日以降≫次回の元売り改定は、現状の原油コストで「+1.5～+2.0円」の値上げ改定予測です。年末
年始での出荷規制はほぼ解除されましたが、雪の影響やドライバー不足、次週値上げ改定前の仮需等に
より配送ローリーが捕まらないことによる影響が各地で見受けられます。季節商品である灯油も2月は需要
が見込めないことから、1月での販売数量を伸ばしたい思惑から各元売り玉による販売が激化しています。
今回の改定で+5.0円仕切りが上がったことにより、政府による補助金の実施基準となる、全国平均でレ
ギュラー価格が170円になる可能性が意識される水準に近づきます。実際に実施された場合には混乱が
予測されますが、現状の原油相場においては実施の可能性が高くなってきています。

●3日、「オミクロン株」の拡散を受け、世界各地で規制強化の動きが相次いでいるものの、2022年は一段とエネルギー需要が回復するとの楽
観的な見方が拡大し上昇していましたが、ＯＰＥＣプラスが4日に開く会合で、現行の日量40万バレルの増産目標を引き上げる可能性があると
の警戒感から、売り優勢の展開に転じています。
●4日、「ＯＰＥＣプラス」は４日、閣僚級会合をオンラインで開き、小幅増産を続ける従来方針を2月も維持することで合意しました。昨年8月以
降、産油量を毎月日量40万バレルずつ引き上げており、2月もこれを継続します。この報を受けて原油は売りで反応する場面もありましたが、
オミクロン株をめぐっては、世界で感染が急拡大しているものの、重症化リスクは低いとの報告が相次いでおり、経済的な影響は限定的との
見方が広がっているためその後反転しました。
●5日、米エネルギー情報局（ＥＩＡ）が発表した米原油在庫は前週比210万バレル減となり、減少幅は市場予想（330万バレル減）を下回りまし
たが、6週連続のマイナスとなり、需給引き締まり傾向が示されました。一方、ガソリン在庫は1010万バレル増（予想は180万バレル増）、ディス
ティレート在庫は440万バレル増（150万バレル減）でした。統計発表後も原油相場は堅調地合いを維持しています。
●6日、ＯＰＥＣ加盟国のリビアの産油量が送油管のメンテナンスや油田閉鎖によって減少していることや、4日に発表されたＯＰＥＣ主導による
小幅増産方針の決定も引き続き相場の支援材料となったようです。

岩谷産業(株)は相馬ガス(株)と共同で水素・LPガス混合ガスの導管供給に向け、検証を始めることを発表しました。相馬ガスが供給している
LPガスベースの都市ガスに水素を20％程度混合させて導管供給することを目的に水素の混合技術の検討、CO2削減効果の検証、既存埋設
導管の水素漏洩に対する安全性の確認、家庭用ガスコンロやガス警報器などの性能確認や安全性の検証を行うものです。検証期間は2023
年2月までを予定しています。今回検証する水素を20％混合させた都市ガス利用によるＣＯ2排出量は従来の排出量に比べ3％程度抑えられ
る見通しとなっていますが、岩谷産業としては、今後グリーンＬＰガスの合成技術開発や100％水素導管供給実現までの過渡期におけるCO2
排出削減策の一つとして位置づけをしています。

© 2021 SHIN-IDEMITSU Co.,Ltd.ALL rights reserved.  

【次世代エネルギー】＜水素を混合したLPガスの導管供給検証＞
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1/13～ 元売変動予測

ガソリン +1.5～+2.0

灯油 +1.5～+2.0

軽油 +1.5～+2.0

Ａ重油 +1.5～+2.0

ＬＳＡ +1.5～+2.0

※現段階の原油コストによる予想です。

次回元売変動予測
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